
1) 館山南西方の沼段丘には珊瑚の化石がみ られるが.これは6160土 120Y.a.Poも

のである0

2) 縄文プロパーの古い遺跡は,いずれも山寄 カの高いところにあD .海岸平野 とは無蘭係に

存在している.

5) したがって,海岸平野の形成は縄文時代 よDも俊である0

4) 房総半島尖端部は,常時沈水傾向qcあるが,地護の療vcは.大 き夜隆起運動を示す｡

5) 平野veは,虐岸線vc平行夜5列の浜堤列が認められる0

6) この浜濃の第Ⅴ列目は,すでVC嫡生時代VCは陸化していた0

7) 条里の遺構が認められることから.第Ⅲ列目まではすでVC8cVeは塵化していた｡

8) 天正年代の汀線は, Ⅰ列目の浜境の西側VCあったと推定される｡

9) 1705年,元緑地簾の原 に . Ⅰ列目の浜姥が隆起 したと考えられる｡

10) 1925年,関東地産の蔭の隆超では,北条海岸の砂浜が広がった0

ll)その後は,沈水傾向VEあるとみ られる0

12)南部海岸には,数段の海岸段丘がみられる0

15)その最下位のものである岩礁は, 1925年関東地産の原の嵯超によるものであり,10)

の砂浜と対比される.

茅ヶ崎市の近郊農業に関する地誌的研究

日比 野 洋 子

茅ヶ崎市は戦前 ･戦後を通 じて東京,横浜および湘南各都市のベッドタウンとしての佳宅地化の

結果 として人口の集積を続け,東海道本線,国道一号線沿いUeは工場の進出をみてきた.

都市化の進行は一方で農業の後退を余儀夜くさせる｡耕地の戚少は建営規模の縮/｣＼,耕作放棄地

の出現,さらUrは遠地転用をもたらす｡盛業以外の成業の機会が増大す ることvEよb第Ⅰ癌兼業農

家の増加,後継者鹿,労働力の質の低下をひきお こすo地域的vcは特vE市横地周辺VCこの傾向が強

いようである｡

これらの現象が都市化が盛業の発展ve対してマイナスの面勘助vlていると考えられるのVC対 し,

都市の近郊vcあることを虜優的VC利用 し,近郊盛業 として生きぬくため商品生産的盛業を行をう鹿

家も存在する｡ カーネーション ･バラを中心 とする温室栽培, トマト･きうDの栗東を作るビニー

〟-ウス,各種疏盛の産地栽培,そ して養鶏 ･養豚 ･蛸島 といった畜産を営む遁宮がそれである0

- 27-



これ らの虐営形態はそれぞれのおかれた自然条件 (地形 ･土壌 ),都 市化の進展の程度,その他

の経営条件との関係で市域内でも相異在った分布と塘色を示 している0

花井はかっての近郊農業の中心であった砂丘地区の茅ヶ崎市街地近 くVC多く,ビニール-クスは

東部の砂質土境が中心である. この両虎設園芸ではかをb特化 した営農が展開されている｡産地疏

巣は概 して東部の砂質土境のところVC果菜,西部の粘賃土壌に葉菜を配し,近郊盛業の有利性を生

かして栽培されている｡畜産は北部の高座丘陵を中心に,濃虐飼料依存且つ搾乳 ･採卵を目的 とす

る近郊型で,近年ますます多数頭羽化が進んでいる｡

茅ヶ崎南の場合.これらの鐘営は概 して個別的であD,技術 ･出荷の面でまとまDが夜わのが特

色であるOその結果.疏菜の場合市場は一一部を除いて地場市場である｡そして歴史的vEみてもこれ

らの農家は周辺の農家を向上させることは覆しvc,むしろその一部を脱落させつつ現在まで膚農家

として歩みつづけてきたし,今後もこの方向vE変わりは夜いと思われる｡もちろん労働力不足,倭

継者艶 規模拡大のための用地 と資金の問乳 畜産公害をど都市近郊で生き残るVCは前途VC間項は

多いが,これらを克服できる意欲と能力のある虐営のみが茅ヶ崎では生き残るであろう.

群 馬 県 藤 岡市域の地理 学的考察

一 神流川､鮎川平野の地形を中心 として-

古 屋 彰 子

藤岡市は群馬県の南部VCあb,関東山地の北東部より流れ出る押流川および鮎川のつ くる平地 と,

その背後の山地帯 より在っている｡平地部分vcは,押流川が堆積してつ くった扇状地を開析 した結

果できた扇状地性の台地 (藤岡台地 )と沖積面,それvc鮎川,鏑川,三名川の段丘夜どがあり,藤

岡台地の傾斜方向は北東方向で,この地域の地盤の傾斜の方向お よび地質の方向と一致 してVlる｡

地形面はい くつかほ分かれるが,藤岡台地面以上の面vcは一般 にロームがの っておb,藤岡台地

の地下数m(ロームの下Ue)vcは榛名火山VC由来する混流が鳥川をせきとめた癌巣できたと考えら

れる粘土層 (藤岡粘土Jrg)が存在し.市の主75:工業である瓦工業の重要夜原料と在ってVlるo内座

vrあるために降水量が少浸く,年額差が大きく,冬の北西季節風が強V}Oまた,集落は地形と割合

深困娼連をもって立地 しているが,北西季節風をよけるためVE.高い屋敷森が卓越している｡

人口は約 4.4万人で,絹発は先見時代qe始まD,古墳や条里遺構をどもあるが,本格的に発展 し

たのは近世vE夜って絹 市のための市場町 としてである｡虚業の主軸は養蚕業 と稲作であるが,都市

圏の拡大夜どVC伴 って,ここ10年位の聞vcその運営はかなb変化 してきている｡それは主に水田
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